
    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

           

 

                   

            
昨
年 
さ
い
た
ま
市
局
開
設 

「
造
幣
局
さ
い
た
ま
市
局
」
は
、

昨
年
、
造
幣
局
東
京
支
局
が
移
転

し
て
開
局
し
た
無
料
で
見
学
で
き

る
博
物
館
と
工
場
だ
。
JR
さ
い

た
ま
新
都
心
駅
東
口
か
ら
徒
歩
で
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分
。
コ
ク
ー
ン
シ
テ
ィ
を
抜
け
、 

区
画
整
理
中
の
建
設
道
路
を
通
っ

た
住
宅
街
の
先
に
建
っ
て
い
る
。 

造
幣
局
は
、
近
代
国
家
と
し
て

の
貨
幣
制
度
の
確
立
を
図
る
た
め
、

明
治
新
政
府
に
よ
っ
て
大
阪
の
現

在
地
（
大
阪
市
北
区
）
に
創
設
さ

れ
た
。
造
幣
局
は
大
阪
市
に
本
局
、

東
京
都
豊
島
区
及
び
広
島
市
に
支

局
を
も
つ
独
立
行
政
法
人(

下
段

参
照)
だ
。
こ
の
う
ち
、
造
幣
局
東

京
支
局
が
、
豊
島
区
か
ら
防
災
公

園
の
整
備
用
地
の
確
保
の
要
請
を

受
け
て
移
転
を
決
定
。
一
昨
年
７

月
、
Ｊ
Ｒ
さ
い
た
ま
新
都
心
駅
東

側
の
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
総
合
研
究

所
跡
地
に
敷
地
面
積
約
1.9

ha

の

新
支
局
建
設
を
着
工
、
２
０
１
６

年
１０

月
に
貨
幣
や
勲
章
な
ど
を
製

造
す
る
４
階
建
て
の
工
場
棟
と
、

貴
重
な
貨
幣
や
造
幣
の
歴
史
を
学

べ
る
２
階
建
て
の
博
物
館
棟
が
完

成
し
た
。 

   

工
場
棟
で
は
、
百
円
や
五
百
円

の
通
常
貨
幣
の
ほ
か
、
記
念
貨

幣
、
勲
章
、
金
属
工
芸
品
な
ど
の

製
造
を
し
て
い
る
。 

特
に
さ
い
た
ま 

市
局
で
は
、
プ
ル 

ー
フ
貨
幣
の
製
造 

を
中
心
に
行
っ
て 

い
る
。
プ
ル
ー
フ 

と
は
貨
幣
の
仕
上 

げ
方
法
の
名
称
で
、
特
殊
な
技
術

を
用
い
て
特
別
に
仕
上
げ
た
円
形

に
、
圧
印
機
で
貨
幣
の
模
様
を
２

度
打
ち
し
、
美
麗
な
鏡
面
と
鮮
明

な
模
様
を
有
す
る
貨
幣
に
仕
上
げ

た
も
の
を
記
念
品
と
し
て
製
造
販

売
し
て
い
る
。 

見
学
は
平
日
の
み
と
な
っ
て
い

る
。 

   

博
物
館
棟
の
名
称
は
「
造
幣
局

さ
い
た
ま
博
物
館
」
。
１
９
６
４

年
の
東
京
五
輪
や
札
幌
、
長
野
冬

季
五
輪
の 

メ
ダ
ル 

が
並
ぶ 

ほ
か
、 

世
界
の 

コ
イ
ン 

、
そ
の 

他
小
判
・
大
判
、
秩
父
地
方
で
造 

                 

ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
和
同
開
珎
、 

国
民
栄
誉
賞
の
受
賞
者
に
贈
ら
れ

る
プ
レ
ー
ト
な
ど
約
千
点
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。 

博
物
館
の
開
館
日
は
月
～
金
お

よ
び
日
曜
と
な
っ
て
い
る
。 

な
お
、
館
内
に
は
ミ
ン
ト
シ
ョ

ッ
プ
と
い
う
名
称
の
売
店
が
あ

り
、
金
属
工
芸
品
や
貨
幣
セ
ッ
ト

の
販
売
な
ど
を
し
て
い
る. 

さ
い
た
ま
市
局
の
話
で
は
、

「
今
も
連
日
多
く
の
方
々
が
見
学

に
訪
れ
て
い
る
が
、
「
移
転
前
の

東
京
支
局
（
東
京
都
豊
島
区
）
に

は
年
間
約
５
万
人
が
見
学
に
訪
れ

て
い
た
。 

ま
だ
ま
だ
、
残
暑
き
び
し
い
８
日(

金)

１１
時
50

分 

JR
さ
い
た
ま
新

都
心
駅
に
い
つ
も
の
メ
ン
バ
ー
５
人
と
、
新
規
加
入
の
会
員
１
名
を
加

え
て
６
人
が
集
ま
っ
た
。
今
回
は
開
局
が
昨
年
１０

月
と
い
う
真
新
し

い
「
造
幣
局
さ
い
た
ま
市
局
」
の
工
場
見
学
と
博
物
館
だ
。
造
幣
局
の

業
務
内
容
の
①
貨
幣
の
鋳
造
、
②
勲
章
の
製
造
、
③
貴
金
属
製
品
の
品

位
証
明
、
④
地
金
・
鉱
物
の
分
析
試
験
、
博
物
館
で
の
①
大
判
・
小
判

な
ど
の
小
銭
、
②
勲
章
等
な
ど
を
見
学
し
な
が
ら
視
野
を
広
め
た
。 
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～ 独立行政法人 造 幣 局 さいたま市 局 が開 設 ～ 

“
独
立
行
政
法
人
”
っ
て
？ 

「
独
立
行
政
法
人
」
と
は
、
国
民

生
活
及
び
社
会
経
済
の
安
定
等
の

公
共
上
の
見
地
か
ら
確
実
に
実
施

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
な
事
務
及
び

事
業
で
あ
っ
て
、
国
が
自
ら
主
体
と

な
っ
て
直
接
に
実
施
す
る
必
要
の

な
い
も
の
の
う
ち
、
民
間
の
主
体
に

委
ね
た
場
合
に
は
必
ず
し
も
実
施

さ
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
、
又

は
一
つ
の
主
体
に
独
占
し
て
行
わ

せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
も
の
を
、

効
果
的
か
つ
効
率
的
に
行
わ
せ
る

た
め
に
設
立
さ
れ
る
法
人
を
い
う
。 

（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
２
条
） 

新
規
加
入
の
会
員
と
共
に 

工
場
棟
で
は 

製 

造 

過 

程 

を 

見
る 

博
物
館
で
は 

“貨
幣
の
歴
史
”を 

学
ぶ 

プルーフ貨幣セット 

１９６４年東京五輪 

金・銀・銅メダル 

「造幣局さいたま市局」全景 



誰
も
が
知
る
新
都
心
の
新
た
な

シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

期
待
を
寄
せ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。 


